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非農業部門雇用者数増減（左軸） 
失業率（右軸） 

<審査確認番号H25-TB74> 

2013年11月12日 

～直近の米国経済動向について～ 

◆ 10月のＩＳＭ製造業景況指数は56.4と前月の56.2から+0.2
ポイント上昇しました。これは5ヵ月連続の上昇です。ま
た、10月のＩＳＭ非製造業景況指数は55.4と、前月の54.4
から+1.0ポイント上昇しました。（図表①）  
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  各項目別に見てみると（上図）、ISM製造業景況指数で
は、輸出と顧客在庫指数の増加が大きい一方、生産、雇
用、価格指数は前月比マイナスとなりました。一方、ISM
非製造業景況指数では、生産・販売、雇用、輸入指数の
増加が大きかったものの、新規輸出受注、新規受注、価
格、入荷遅延、受注残指数は前月比マイナスとなりまし
た。 

 
◆ 9月の消費者物価指数（前年比）は前月から-0.3％の下

落、消費者物価（食品・エネルギーを除く）コア指数（前年
比）も前月から-0.1％の下落となりました。（図表②） 

 
◆ 10月の失業率は、7.3％と前月の7.2％から上昇しました。

非農業部門雇用者数は20.4万人増となり、市場予想の12
万人増を上回りました。また、8月、9月分も上方修正さ
れ、直近3か月平均も20万人を超えました。（図表③） 

  失業率の算定について、労働省の発表では、政府機関の
一部閉鎖の影響で、家計調査対象期間中（10月6日～12
日）に働いていなかった労働者は、給料の支給に関わら
ず失業者とみなすとのことでしたが、今回の雇用統計の
内容からは、政府機関の閉鎖は民間の雇用に大きく影響
しなかったと考えられます。但し、正常な状態での統計数
字ではないこと、財政を巡る混乱は先送りされただけであ
ること、景気の再加速は、量的緩和縮小の論議を再燃さ
せる懸念があることなど、来月以降の指標に注視していく
必要があります。 

 
 
   

【図表②：米消費者物価、消費者物価コア指数の推移】 

【図表③：米雇用統計の推移】 
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【図表①：米ISM製造業、非製造業景況指数の推移】 

◆  10月のＩＳＭ製造業景況指数は56.4と前月の56.2から+0.2ポイント上昇しました。これは5ヵ月連続の上昇で
す。また、10月のＩＳＭ非製造業景況指数は55.4と、前月の54.4から+1.0ポイント上昇しました 

◆ 9月の消費者物価指数（前年比）は前月から-0.3％の下落、消費者物価コア指数（前年比）も前月から-0.1％
の下落となりました。 

◆ 10月の雇用統計は、政府機関の一部閉鎖の影響が懸念されたものの、失業率は、7.3％と前月の7.2％から
わずかながら上昇、非農業部門雇用者数は20.4万人増と市場の事前予想12万人増を上回りました。今回の
雇用統計の内容からは、政府機関の閉鎖は民間の雇用に大きく影響しなかったと考えられます。 
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ポイント 

（データ期間：2008年1月～2013年9月、月次） 

（データ期間：2008年1月～2013年10月、月次） 

（データ期間：2008年1月～2013年10月、月次） 

（出所：ブルームバーグ、米供給管理協会（ＩＳＭ）のデータをもとに、ニッセイアセットマネジメントが作成） 

（年/月） 

（年/月） 

（年/月） 

10月 9月 前月比

指数 56 .4 56 .2 0 .2

新規受注 60 .6 60 .5 0 .1

生産 60 .8 62 .6 -1 .8

雇用 53 .2 55 .4 -2 .2

入荷遅延 54 .7 52 .6 2 .1

在庫 52 .5 50 .0 2 .5

顧客在庫 47 .0 43 .0 4 .0

価格 55 .5 56 .5 -1 .0

受注残 51 .5 49 .5 2 .0

輸出 57 .0 52 .0 5 .0

輸入 55 .5 55 .0 0 .5
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消費者物価コア 
消費者物価 

10月 9月 前月比

指数 55.4 54.4 1 .0

生産・販売 59.7 55.1 4 .6

新規受注 56.8 59.6 -2.8

雇用 56.2 52.7 3 .5

入荷遅延 49.0 50.0 -1.0

在庫 54.5 54.5 0 .0

価格 56.1 57.2 -1.1

受注残 50.0 50.5 -0.5

新規輸出受注 53.0 57.5 -4.5

輸入 55.0 51.5 3 .5

在庫水準 62.5 62.0 0 .5
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